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Abstract

ヽヽ
‐
e studied the effect of Li, Ti and V oxide additions on the formation of Bi(Pb)-2223

superconductor  lt M/as conirmed that Bユ (Pb)-2223 single phase pellet、 vas ettectively sintered

by adding these impurity metal in a hHlited range of O_5～ l atom% to the supercOnducting

poM/der available in a market

′【ゼypο′Fs: superconductor,Bi(Pb)-2223 phase,metal oxide additions

1.は じめ に

Bi系酸化物超伝導体は 1988年 日本の前田ら

によって発見されたビスマス,ス トロンチウム,

カルシウム,銅および酸素を構成元素とする酸

化物超伝導体である
1七 発見当初 2つ の超伝導

相すなわち,超伝導臨界温度 Tcが約 80Kの

2212相 (低 Tc相 )と Tcが約 110Kの 2223相

(高 Tc相 )が混在する試料しか作成できなかっ

たが,間もなくビスマスの一部を鉛で置換する
ことによって高温相が比較的多く生成すること

が見出されたか。また,試料焼成中の酸素分圧を

下げることによって高温相単相試料が作成でき

ることも示され3),さ らに,試料中のストロンチ

ウム,カ ルシウム,銅の組成
'ヒ

がどのような範

囲で 2223相が保てるかについても報告がなさ

れた。。続いて高分解能電子顕微鏡により,超伝

導試料中に規則的な変調構造も観察されてい
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る。。これら1)か ら5)の論文はすべて 1988年

に受理されており,発見当時の熱気が伝わって

くる。

その後,Tcに対する各種元素のドーピング

効果の研究
6～0,結晶構造解析9な どと共に超伝

導素子を作製するための薄膜化の研究
10～ユめ,大

電流通電のための線材化の研究
12,13)な どの応用

研究が盛んになってきている。線材においては

通常銀製の輪を用いるが,その強度を増すため

に合金化が考えられる。しかし,合金化のため

に銀に混ぜた金属元素が超伝導材料の結晶構造

にどのような影響を与えるかについて検討する

必要がある。そのような観点からJ.C.Grivelら

によって 3d遷移金属酸化物を Bi(Pb)系酸化

物超伝導体の先駆物質に添加して超伝導体を作

成する一連の研究がおこなわれている
14-19。 ま

た,日本においても,リ チウム1つ やバナジウ

ム10を添加することによって 2223相の生成が

促進されることが報告されている。

我々はこれまでに市販の Bi(Pb)系超伝導体

合成粉について焼成条件
19やストロンチウム,

カルシウム,銅の組成を変えて
2o2223相単相試
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